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21世紀の地球環境改善へ～水処理分離膜の技術～

東レ株式会社　地球環境研究所

地球環境、水処理、分離膜

会期：2012年3月27日（火）17：00 ～ 3月29日（木）15：00 2泊3日

20世紀は石油の時代、21世紀は水の時代と言われています。世界的な水
環境の悪化や水不足の進行に伴い、海水の淡水化や下排水処理の普及・高度
化による持続的な水資源の確保が注目されています。
東レ株式会社では、地球環境の保全を重要課題として取組んでおり、地球
環境研究所を設立して、水処理分離膜の研究を推進してきました。
今回のサイエンスキャンプでは、実際に実験室で高分子分離膜を作り、そ
の膜の分離性能評価や形態観察を、東レリサーチセンターの最先端の分析装
置を用いて行い、水処理技術と地球環境保全について学んでいきます。

東レ株式会社 地球環境研究所
滋賀県大津市園山3-2-1
URL：http://www.toray.co.jp/ 

株式会社東レリサーチセンター 研究部門（滋賀）
滋賀県大津市園山3-3-7
URL：http://www.toray-research.co.jp/
（JR「京都駅」からJR東海道本線新快速で約15分、
JR琵琶湖線「石山駅」下車、徒歩10分）

宿泊場所：ニューびわこホテル（予定）

8名

今回のキャンプでは、化
学実験室で原料の高分子
を溶かしたのち、特殊な
処理を行い、各自で分離
膜を作製します。指導員
の説明を受けて、有害な
試薬を使わず、安全な方
法で膜を作ることができ
ます。続いて自分で作っ
た膜を用いて河川水（モ
デル）などを処理する実
験を行い、処理前後の水
に含まれる成分を分析し
て膜の分離性能を調べま
す。また、走査型電子顕微鏡を用いて膜の微細な形態
を観察し、分離性能との関係を考えます。

３月２７日（火）
17:00～17:30 宿舎で集合受付
18:00～19:00 夕食
19:00～21:00 参加者＆引率者ミーティング

３月２８日（水）
9:20～ 9:30 開講式
9:30～11:00 東レの紹介、ショールーム見学

11:00～12:00 地球環境研究所の紹介、分離膜技術
の紹介

12:00～13:00 昼食
13:00～17:00 実習（分離膜の作製、性能評価）
17:00～17:30 実習まとめ、質疑応答

３月２９日（木）
9:00～10:00 東レリサーチセンターの紹介

10:00～12:00 膜性能の分析・評価
12:00～12:50 昼食
12:50～13:50 結果の解析・ディスカッションほか
13:50～14:50 環境分析について講義・見学
14:50～15:00 閉講式・解散

※1、2日目の夜は宿舎でミーティングを行ないます。

【参考図書】
・「分離膜のおはなし」
著者：大屋 晴彦　　　出版社：日本規格協会

・「おもしろい膜のはなし」
著者：木村 尚史　　　出版社：日刊工業新聞社

・「地球の水が危ない」
著者：高橋 裕　著　　出版社：岩波書店

・「はかってなんぼ分析化学入門」
編集：河合 潤・樋上 照男　　出版社：丸善

以下は今回の実習とは直接関係ありませんが、環境や
資源問題を扱った有名な著書ですので、興味がある方
は参考にしてください。
・「沈黙の春」
著者：レイチェル・カーソン　　訳：青樹 簗一
出版社：新潮文庫（1974年）

・『成長の限界―ローマクラブ「人類の危機」レポート』
著者：ドネラ・メドウズ他　
出版社：ダイヤモンド社（1972年）

3日目

2日目

1日目

プログラムの関連図書、Webサイト紹介

会　場 スケジュール（予定）

募集人数

キャンプのプログラム内容（予定）
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加速器による、素粒子から身近な物質までを探る研究を体験
大学共同利用機関法人　高エネルギー加速器研究機構

「私の3日間」
（岩手県・高校2年生）

今回、ウインター・サイエンスキャンプに参加して最先端の施設を見学
したり、本格的な実習をしたりととても充実した3日間を過ごすことがで
きました。
施設見学では、KEK（高エネルギー加速器研究機構）の地下に通ってい

る直径1kmにもなるKEKB加速器がとても印象に残っています。世界最強
の加速器を見ることができ素粒子の研究にとても興味を持ちました。
霧箱実習では、直線的に進むα線や、いろいろな進み方をするβ線、宇

宙から降り注いでいる宇宙線を観察しました。肉眼では見ることができな
い放射線ですが、霧箱の中の霧を利用して見ることができました。初めて
放射線を見て、とても新鮮でいつも周りに放射線が通っているということ
を知りました。
コース別の実習で私は「宇宙線の降り注ぐ角度を測定する」という研究

をしました。この研究で多くの素粒子実験に使われているワイヤーチェン
バーを作りました。そして、それを用いて宇宙線を測定しました。宇宙線
は大気の影響で、直上から降ってくるものが最も多いということがわかり
ました。この研究で、実際に現場で研究をしているような体験をすること
ができとても楽しかったです。将来は研究者になりたいと思いました。
多田将先生の講義は私にもわかりやすく、とてもおもしろい講義でした。

日本が素粒子の研究で世界でもトップクラスの力を持っていることや、
KEKBの加速器やJ－PARCの加速器が世界でも最強の加速器であるという
ことがとても印象に残りました。
最先端の施設を見学することができたり、専門的な研究をすることがで

きてとても満足しています。また同じ志を持った学生と交流して、いろい
ろな意見や見方を学ぶことができました。私は将来、日本にできるという
国際的な加速器ILCで素粒子の研究をしたいです。今回のサイエンスキャ
ンプで一層強くそう思うようになりました。
（今回はサイエンスキャンプDXとして3泊4日で実施されます）

マイコン制御ロボットの設計・製作にチャレンジ！
神奈川工科大学　創造工学部

「グループでの問題解決」
（東京都・高校1年生）

このキャンプで1番印象に残っているのは、グループでのロボット製作
です。私はたいてい、ひとりで考えて作業するのが好きなので、1日目の
講義やマスタースレーブロボットの製作では熱中して取り組むことができ
ました。ですが、2日目からは2人グループで作業するということで、どう
なるのかと少し不安でした。グループでの最初の作業である基礎ロボット
の製作は、2人でただ黙々と分担した部分を組み立てていました。けれど、
それらを合体させて1つのロボットにし、プログラム作成などをしていく
うちに「ここはこうしよう」など互いに意見を出し合う機会が増えていき
ました。1人の考えを、もう1人が客観的に見ることができるので、2人グ
ループでの作業は思ったよりずっとはかどりました。ひとりのときよりも、
多くの問題点に気づくこともできました。共同作業の長所を、3日の間に
改めて実感できたと思います。
ロボット製作の6時間は、少し改良しては試し、失敗しては考え、また

試して、という一連の作業の繰り返しでした。先生からは、この作業のこ
とを「PDCA」と言うのだと教わりました。計画・実行・評価・改善の4つ
の繰り返しで、地道に問題を解決していくことは、ロボット製作に限らず
重要なことだと思います。いろいろなことに応用していきたいです。
（今回はサイエンスキャンプDXとして3泊4日で実施されます）

音をあやつる
東京工科大学　メディア学部

「奥深い音の世界」
（神奈川県・高校2年生）

「音についてもっと知りたい！」という思いで参加した東京工科大学で
のサイエンスキャンプは、想像以上に充実したものでした。
まず1日目は、周波数についての講義を受けて、その知識をもとにパソ

コンで効果音を制作しました。数式を入力し音の波形を変えるだけでセミ
やスズムシ、猫の鳴き声まで出すことができるなんて驚きでした。学校の
物理の授業で音の学習をするのが楽しみになりました。また、実習の後で
TAの方々が制作したiPhoneのアプリを見せていただきました。振る方向を
変えると音も変わる和楽器のアプリなどを実際に体験させていただき、本
当に和太鼓を叩いている気分になれました。
2日目は、録音スタジオで映像にナレーションをつける実習をしました。

初めて触る本格的な音響機器にとてもわくわくしました。マイクのセッテ
ィングの仕方だけでも何通りもあるなど、勉強になることもたくさんあり
ました。
2日目の午後から3日目の午前中までは、キャンプの集大成であるオリジ

ナルの音楽制作に取り組みました。私のテーマは「ethnic」です。ソフト
ウェアの中からアフリカ風な楽器の音を見つけたときに思いつきました。

試行錯誤を重ね、独特のリズムを作り出しました。最後に全員の発表会を
行いましたが、それぞれの個性が出た音楽を聞くことができました。
3日間で終わってしまうのが惜しいくらいだった今回のサイエンスキャン

プ。このような場を提供してくださった方々に本当に感謝したいと思いま
す。今後もたくさんの高校生にサイエンスキャンプに参加してほしいです。

バイオテクノロジーで環境を調べる
東京工科大学　応用生物学部

「夢への前進とかけがえのないもの」
（栃木県・高校2年生）

私は将来バイオ技術者になりたいと思っています。それが理由でこのサ
イエンスキャンプに応募しました。参加が決まった時は本当に嬉しかった
です。初参加ということで不安もありましたが、東京工科大学でバイオテ
クノロジーの基礎と最先端の技術を学び、それを使った実験をすることが
とても楽しみでした。キャンプは3日間という短いものでしたが充実し、
かけがえのない経験や友人を得ること、また将来へのより大きな意気込み
を持つことができました。
参加者たちとはプログラムを通し、互いに助け合い、高め合えるような

友人になることができました。気の合う彼らがいたからこそ、このサイエ
ンスキャンプはさらに素晴らしいものになりました。
東京工科大学では、他ではできない体験をさせていただきました。他の

大学の学校見学や高校の実験の時間は限られており、内容を確実に理解で
きないままに作業は進み、実験が終わってしまう事があり、それをもどか
しく感じていました。しかしこのプログラムでは実験の時間が十分に設け
てあり、また指導者の方々の助けもあって1つ1つの作業までしっかりと理
解しながら行えました。そのため実験で学んだことを無駄にせず自分のも
のにでき、実のある時間を過ごすことができました。実験ではピペットマ
ンを使い、マイクロの単位で分量を量り取り、移し替えることが多々あり
ました。単純ですが気を使う作業の繰り返しで精神的・身体的大変さを実
感しました。失敗もあり、悔しい思いもしましたがそうしたことを乗り越
え、自分の実験が成功したのを見たときの嬉しさと達成感は忘れられませ
ん。正に肌でそれを感じたからこそ、実験のやりがいを知ることができま
した。
またと無い経験を終え、この分野へのさらなる関心が湧きました。サイエ

ンスキャンプに参加できて本当によかったです。ありがとうございました。

氷海生態系～その意外な実態を氷の上から観察しませんか～
東京農業大学　生物産業学部　アクアバイオ学科

「視野の広がるきっかけ」
（大阪府・高校1年生）

プランクトンには興味があったけれど、海洋学には触れたことがなく、
キャンプ内容についていけるのかとても不安でした。ですが講義は基礎か
らしていただき、そのような不安はすぐに解消しました。1日目は2日目に
行う調査の意義、目的のヒントを講義で与えてくださり、3日目に自分た
ちでその意義を考えました。海洋プランクトンが及ぼす海への影響の大き
さに驚きました。
氷上調査では28センチメートルの氷柱を採取したり、採水したりしまし

た。凍った湖に生物がいるのか信じられなかったけれど、氷の下に付いた
黄色っぽいアイスアルジーを見たときは、プランクトンの力に圧倒されま
した。採取した氷を実験室に持ち帰り、氷を溶かして濃縮を行いました。
単純な作業だけれど、時間がかかって大変でした。こんな作業を実際の調
査でも行うと聞いて、実験の大変さがわかりました。
このサイエンスキャンプには全国からの参加者がいました。特に3日目

のディスカッションと班ごとの発表では、みんなと意見交換ができ興味深
い発表内容となりました。パワーポイントにも各班の特色があり、どの班
も同じ実験結果なのに考察が全く異なっていました。TAの方々や先生も意
見を言ってくださり大変刺激的でした。私自身がもっと知識を深めていき
たいと思いました。
濃密な3日間は紛れもなく人生の宝物となり、大きく視野が広がりまし

た。すばらしい機会を与えてくださった方々に心から感謝します。

来て、見て、感じて　もんじゅの未来
独立行政法人　日本原子力研究開発機構　敦賀本部　国際原子力情報・研修センター

「人生を変えた3日間」
（広島県・高校2年生）

私は、自分の進路や将来について考えなければならない時期であるのに、
それについて全く考えていませんでした。そんな私に友人が勧めてくれた
のが、サイエンスキャンプでした。募集要項を見ると、前々から少し気に
なっていた「原子力」についての内容があったので、それを選びました。
軽く講義を受け、表面上だけの施設見学をすれば終わるのだろうと思って
いましたが、いざ参加をしてみると、その予想は見事に打ち砕かれました。
様々な部門のエキスパートの方々によるとても内容の濃い講義、こちらか
らの質問に対する的確な答え、さらに、普通は入れないような施設の見学
をする等、大変充実した3日間でした。そのような時間の中で、私の人生
を大きく変えたのは、2日目の夜の、講師の方々との交流会です。その時

これまでの「サイエンスキャンプ」に参加した方々の感想です。参加者の感想
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に居合わせた講師の方々の話を聞き、人柄に触れ、私は「この人達と一緒
に働きたい」と強く思いました。このサイエンスキャンプに参加をし、出
会った方々の影響を受けて、私の夢は決まりました。そう、「もんじゅ」へ
勤めることです。「もんじゅ」に勤めるにはどうしたらいいのか。どういっ
た進路へ進めばいいのかを講師の方々に聞き、それを参考に私の進路も決
まりました。私はどちらかと言えば物理は苦手な方です。しかし講師の
方々に優しいお言葉をいただき、帰宅してからというもの、普段の何倍も
の集中力を物理に対して発揮できるようになり、物理が好きになりつつあ
ります。また、同じ志を持った仲間に出会えたことも、私の人生にとって
大きな収穫となりました。全国各地にいる仲間と同じ夢を追いかけ続ける
ことができたらな、と思います。
これから1年間は受験で辛い時期もあると思いますが、その時は講師の

方々のお言葉や、仲間の事を思い出して乗り越えていけたらと思います。
私の人生を大きく変えたこの3日間の出来事は、私の一生の宝物です。参加
させていただき、ありがとうございました。

みんなの生活を支える建設構造物の秘密に迫る
鹿島建設株式会社　技術研究所

「3日間を通して」
（静岡県・高校1年生）

サイエンスキャンプでの3日間を終えて、参加できてとても良かったと思
います。家から会場へ向かう時は、どんなことをするのか不安でいっぱい
でした。でも、1番最初の鹿島建設の方々の自己紹介を聞いて、緊張もほぐ
れ、とても楽しみになりました。この3日間は、初めての体験ばかりで、特
に風洞実験が印象的でした。今まで建造物によって風の流れや速さが変わ
るなんて知りませんでした。なので、あんなに細かくて難しい実験をして
いて、街路樹にも意味があると知り驚きました。自分の知らないところで
そのようなたくさんの実験が行われていて、そのおかげで快適に生活でき
ているのだとわかりました。
今回サイエンスキャンプに参加して、自分の中の建築のイメージが大き

く変わりました。私は以前から、設計に興味を持っていて、特に音楽ホー
ルや美術館の設計をしたいと思っていました。でも、鹿島建設に来てみて、
建築はただ建物の設計をするだけではないとわかりました。たった1つの建
物を建てるだけでも、とても多くの人が関わり、様々な分野の研究や実験
をしていると知りました。そして、実際に働いている姿を見て、将来建築
の道に進みたいという思いが、より強くなりました。
鹿島建設での3日間は、私にとって、とても大切なものとなりました。ま

ず、自分の世界が大きく広がりました。コンクリートの製作を通じて、土
木にも興味がわき、設計以外の研究についても知りたいと思いました。そ
して、同じ道を目指す仲間と出会うことができました。たったの3日間しか
一緒にいなかったなんて信じられないくらい仲良くなれて、嬉しかったで
す。今回経験したことを忘れずに、将来へつなげたいと思います。

コミュニケーションの未来を体験しよう！
日本電信電話株式会社　横須賀研究開発センタ

「最先端の技術を見て」
（千葉県・高校1年生）

サイエンスキャンプでの3日間で、私は普通では見ることができない最先
端の技術を見ることができました。手のひらに魚が映され、合成すること
ができたり、常に映像を見たい場所から見ることができたり、人の動きに
反応するデジタルサイレージを見ることができたりと、とても楽しく興味
深かったです。特に印象が強かったのは、2日目に行った音声認識・合成技
術の実習です。自分の声の周波数とフォルマントを調べて母音をつくって
みると、自分の声とそっくりな音が聞こえてきてびっくりしました。また、
マイクに向かって話したことが文字化されるまでにとても細かい過程があ
り、逆に文字を音声化するときにアクセントやポーズ位置を設定すること
でまるで人間の声のような音が聞こえたことに感動しました。このような
技術が実用化され、目や耳に障害を持つ人達が普通に（何事もないかのよ
うに）生活できたり、子どもからお年寄りまでが快適に暮らすことができ
たりする未来を想像すると、とても楽しみになります。
他にも、情報・通信分野に興味を持つ人達と一緒に過ごすことで、自分

の視野の狭さに気づくことができました。これまで私は進路を決める上で
ただ漠然と面白そうだと思うものを選び、ただなんとなく数学や化学の勉
強をしてきました。しかしサイエンスキャンプに参加していた人達は、情
報系の会社で働きたい、コミュニケーションに興味がある等の具体的な将
来像を持っている人達ばかりでした。すでに夢に向かって行動を起こして
いる人もいて、すごくうらやましく思い、尊敬しました。私がまだ高校1年
生である間にサイエンスキャンプに参加できたことは、とても幸運なこと
だと思います。これからは、もっと具体的に将来のことを考え、実行して
いこうと思います。

「音」を科学する～音声の分析と合成を体験してみよう～
国立大学法人　九州大学　芸術工学部　音響設計学科

「『音』と共に生きる」
（京都府・高校2年生）

声に対しての強い興味がこのキャンプへ私を導き、参加に至りました。
そしてこの経験によって、さらに私の音に対する魅力は強く感じられるよ

うになりました。中でも声の不思議に近づけたことが私にとって一番の喜
びでした。
今日、カーナビや通信機器など、身近な至る場所で音声合成技術が用い

られています。私はこの技術をより一般化させることで、福祉や国際理解
に大きく貢献できるのではないかと考えていました。実験では、自分の声
の周波数を視覚化し、どんな人でもある音声では特定の相似波形が見られ
ることを実感したり、コンピューターを使って望む音声を自ら合成させて
もらいました。これらの実験を行うことによって、音声合成技術のぼんや
りとした仕組みをクリアに考えられるようになりました。
また、音を受容する耳の構造についても深く学べました。人間の耳の微

妙さ、情報処理能力や判断力、適応力の高さに、改めて感動させられまし
た。人は生まれながらにして高精度の様々な能力が備わっており、身近す
ぎてなかなか気付くことが出来ないけれど、やはりどんな優れた機械の仕
組みについて学ぶよりも、何倍も面白く深いということを、音という一面
からのアプローチによっても実感できました。日々何気なくとっているコ
ミュニケーションも、人体の素晴らしい仕組みが関わっています。このキ
ャンプでも、コミュニケーションによる仲間との協力や、親睦の大切さを
しみじみと感じました。
私たちの生活は、今後も益々音に関する技術を進化させることによって、

色々な困難を解決へ導き、豊かにしていけると強く実感できました。人と
人との触れ合い、音に関する興味深い講義や実験。この3日間は本当に充実
していて、多くのものが得られました。これからも、音と人とが共に生き
ていることを実感しながら、日々を生きていきたいです。

センサが変える未来の社会！
オムロン株式会社　京阪奈イノベーションセンタ

「自信をもって踏み出してみると」
（埼玉県・高校1年生）

私は今回のような体験に参加することに少し抵抗がありました。知らな
い人と話すことも苦手だし、なにより自分が講義の内容も理解できず、自
分では有意義な体験ができないと思っていたからです。しかし、先生の勧
めもあって私はサイエンスキャンプに参加する事を決意しました。初日は
参加者同士の交流だけでしたが、みんなが気軽に話しかけてくれるので違
う地域や学校の人とは思えないほど仲良くなり、いつの間にか不安はなく
なっていました。
今回は、オムロンで日本の最先端の研究をしている人から話を聞くとい

うことで難しい話が多いと思っていました。しかし、高校の物理を習って
いない私でも納得できるさまざまなセンサの説明や高校でも使える知識が
たくさんありました。身近にあるものがどのようにできるのか、どのよう
な仕組みなのかがわかるので楽しんで聞くことができました。顔認識デモ
体験では、どのように顔を認識しているのかを自分の顔で体験したので、
このコンピュータの性能の良さを実感できました。
オムロンでこのような貴重な体験ができ、応募して良かったと思いまし

た。今回の体験を自分の将来に役立て、このサイエンスキャンプに応募し
た時のように自信をもって新しいことに踏み出していきたいと思いました。

最新の遺伝子工学とシステムバイオロジー
慶應義塾大学　環境情報学部・先端生命科学研究所

「価値観の逆転」
（静岡県・高校2年生）

私は、特別よりも普通を、挑戦よりも停滞を選ぶような超保守的な考え
を持っていました。人と違うことをすることにある種の恐れを抱き、でき
るだけ無難な生き方をしようと思っていました。しかし、今回サイエンス
キャンプに参加して、私の考えは根本からひっくり返されてしまいました。
冨田所長や、クモの糸の研究をなさっている研究者の方は、普通である

ことをはっきりと「つまらない」と切り捨てられましたし、一見普通の研
究員に見える方々も人とは違った着眼点で研究に臨んでいらっしゃったし、
何より一緒にこのキャンプに参加した仲間たちが本当に個性的で、全ての
人に例外なく共通して、それぞれが皆人と違うことに対して目に見えるほ
ど確かな自信を持って堂々としていたからです。私はショックを受けると
同時に、自分がひどく感動しているのに気付きました。挑戦的であること
を、こんなにかっこいいと思ったのは初めてでした。そして自分もそうな
りたいと強く思い始めました。
また、普段の生活の中では絶対に触れることのできない最先端の技術を

自分の目で見て操作したことも、そう思うようになった大きなきっかけで
した。中でも私が興味をひかれたのは、寒天を使ったDNAの電気泳動実験
でした。物質がプラスやマイナスの電気を帯びていて、電流を流すとそれ
ぞれ反対の極に移動することは知識としては知っていたし、学校の授業で
も何度も教えてもらっていましたが、やはり実際に青と水色の色素が移動
して行くのを見たときは、当たり前のことかもしれないけれど、本当に感
動しました。
私は生物を教える教師になるのが夢でした。でも、今回のキャンプを通

してぜひ研究職につきたいと思うようになりました。教師になるのはその
後でいいです。そしてその時には、冨田所長の言った「日本一の生物教師」
になりたいです。こう思うようになれたのは、講師や研究員やアシスタン
トの方々、一緒に参加した仲間、そして所長のおかげです。本当にありが
とうございました。
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スポーツ科学の最前線～From Gene to Gold～
国立大学法人　鹿屋体育大学　体育学部

「充実していた3日間」
（京都府・高校1年生）

私はダンス部に入っていることもあって、ダンスの動きの中で使う筋肉の
仕組みなどに興味があったので、このサイエンスキャンプに応募しました。
講義内容で特に驚いたのは、遅筋は鍛えると発達するのに対し、速筋は

どのくらいあるかが生まれつき決まっていて発達しないという説があると
いうことです。私も実際に自分の筋繊維を見て、速筋と遅筋の割合を見て
みたいと思いました。またミオスタチンを除去する遺伝子ドーピングが可
能になったと聞いて、最先端の科学に驚くと同時にショックを受けました。
また、流水プールやモーションキャプチャーシステム、ハイスピードカメ
ラなどを使った貴重な体験ができ、強く心に残りました。オリンピック選
手がこれらを使って練習することもあると聞いて、感動しました。また、
実験で使うマウスの部屋を年中同じ気温に保って飼育すると聞き、研究の
大変さを知りました。こうした講義や実習を通して、スポーツ科学への従
来の認識が覆された気がします。今までに思っていた以上にスポーツと科
学は深く関係していたのです。スポーツ科学の奥深さを知り、もっと知識
を深めたいと思いました。それに伴って、研究者への憧れが益々強くなり
ました。以前は漠然と研究者になりたいと思っていたのですが、このサイ
エンスキャンプの中で私のしたいことはこれだ！と実感することができ、
自分の夢を後押ししてくれたように思います。日常生活に研究のヒントが
隠されていること、柔軟な脳で違った視点から物事を考えることの大切さ
といった研究の心得も学ぶことができました。さらには、全国のみんなと
すぐ友達になって一杯喋ったりトランプをしたことがとても楽しく、一生
の思い出になりました。
3日間という短期間ではありましたが、色んな意味で充実した濃い3日間

でした。ここで吸収した知識、経験を将来に生かしていこうと思います。
また機会があればぜひサイエンスキャンプに参加したいです。

ナノメートルの世界を観る
～ようこそ「電子で観るナノメートルの世界」へ～

日本電子株式会社　本社・昭島製作所

「小さな世界」
（広島県・高校2年生）

サイエンスキャンプに参加する前には、私は電子顕微鏡についてはよく
知りませんでした。会場である日本電子さんでの講義を受けて、今まで私
がイメージしていた顕微鏡（いわゆる光学顕微鏡）との違いに驚き、電子
顕微鏡にもたくさんの種類があって、様々な分野に応用されていることを
知り、高い技術に私は素直に感動させられました。
そしていよいよ実習の時間となり、試料として持参した塩や絆創膏、CD

など身近なものを電子顕微鏡で観察しました。塩の一粒一粒、繊維の一本
一本がくっきりと見え、さらに拡大していくと、塩の粒の表面の模様や繊
維の質の違い、CDの表面のくぼみなどが見えました。ミクロやナノといっ
た本当に小さな世界に私は近づいているのだと思えてとても感慨深かった
です。
試料を観察したのは走査型電子顕微鏡と呼ばれる種類のものでしたが、

他にも透過型電子顕微鏡を利用してみたり、走査プローブ顕微鏡で試料の
加工を行ったり、その他様々な電子顕微鏡のある部屋を見せて頂いたりし
ました。どの顕微鏡にも特長があって、何を分析したいのかによって使い
分けていることが分かりました。
顕微鏡を見学させて頂いていた時、ひとつひとつ丁寧に説明して下さっ

た職員さんたちの情熱を強く感じました。電子顕微鏡はとても繊細で、設
備や管理の仕方にも気を遣っていらっしゃるそうですが、そのような苦労
を積み重ね続けてこそ研究ができるのだと感じました。私も研究者や技術
者になりたいとぼんやり考えていたので、現場を体験できたのもひとつの
大きな収穫だと思います。
またサイエンスキャンプでは、熱意や目標を持った仲間と出会えました。

今までと違った出会いに刺激を受け、より自分の夢へと近づけた気がしま
す。これからもっと「小さな世界」に関わっていきたいです。色々な出会
いに対しての感謝の気持ちで胸がいっぱいです。

脳を見る、知る、調べる
国立大学法人　新潟大学　脳研究所

「命の美しさ」
（山口県・高校1年生）

今までにないくらい貴重な体験を、新潟大学でさせていただきました。1
番はなんといっても、ブレインカッティングです。これは、ガンで亡くな
られた方の脳を見させていただく・標本にするために切らせていただくと
いうものでした。その人の記憶・性格・感性・人生そのものが詰まった脳
を切らせていただくというのは非常に罪悪感がありましたが、そこから学
んだ生命の大切さは心に深く刻まれ、忘れられないものとなりました。ま
た、脳は重く（当たり前に）たったひとつで、ですがそのわずか1キログラ
ムしかないひとつの臓器に全てが詰め込まれていることに感動と違和感を
覚えました。脳以外にも脊髄や筋肉（どれもホルマリン漬けされたもの）
を見させていただきましたが、人間は高貴で高等な存在だという固定観念
をくつがえすものでした。人の死を普段と違う角度から見ることによって

気づいたことは、ヒトは「動物」だということです。生命の謎をより身近
に感じました。
また、私が今回サイエンスキャンプに参加した動機は、思考や感情につ

いてとても興味があり、それを作り出す脳自体の構造についても知りたか
ったからです。大学の研究所では、マウスの脳を使った実験を実際に見る
ことができました。聴覚が働いているときに使われる脳の部分がリアルタ
イムでわかる映像では、高い音と低い音を聴く時で使われる箇所が違うと
いうことを知りました。人間でなくマウスで…という点がはがゆくもあり
ましたが、人体実験が難しいのも現状です。人間を直接解明できるような
技術の進歩を望むと同時に、実験の対象となる動物に対して日頃意識する
ことのなかった後ろめたさと有難さとを感じました。
このキャンプで学んだことは、生命の偉大さ・大切さだと思います。脳の

構造に関してはもちろん、脳の指令によって動く各器官、脳の中で起こって
いる化学反応のことを知り、生命は実に巧妙で素晴らしいと思いました。

ナノテクを使ったカラフル太陽電池の製作
大阪工業大学　ナノ材料マイクロデバイス研究センター

「3日間のキャンプで」
（奈良県・高校1年生）

この3日間は、僕の日常生活では味わえない、非常に濃密な時間でした。
しかし、だからといって、全てが順調にいったわけではありません。実験
ではある失敗をしてしまいました。しかし、先生に「失敗しても落ち込ま
ず、原因を考え、どう修正して目的を達成させるのかが大切だ」と教わり
励まされ、最終的には目的の太陽光電池の発電量の測定ができました。つ
まり、この3日間は、先生方やTAさんの多大なる助けにより、実験の目的
を達成でき、どうにか成果発表へと漕ぎ着けられたのです。
そしてまた、仲間のことも忘れてはなりません。最初の自己紹介の時、

あまりの緊張により頭が真っ白になり、自分でも何を言っているのかわか
らないような状態でした。しかし、教室間の移動中や食事中に話すことで、
少しずつ打ち解けてゆき、1日目の晩、トランプをした時には、前から知り
合いだったかのようになりました。そのような仲間がいたからこそ、初心
のモチベーションを維持したまま講義を受け、そして、その仲間と協力し
て実験ができたのだとも思います。
この3日間で学べたことは、先生方の、内容は簡単でないのにわかりやす

い講義による知識もありますが、やはり「柔軟性」と「協力」です。前記
の通り、失敗しても、そこから立ち直らなければなりません。その時に、
失敗の後に残った物・結果をどううまく利用するか、そこに発想の柔軟性
がかかっているということです。また、多くの物事をまとめたり、作った
りするのはひとりではできません。何人かでうまく分担し、協力してやっ
と効率よくうまくできるものでした。
僕は、このサイエンスキャンプで学んだことを心に留めて、これからの

部活や行事に積極的に参加し、はたまた、将来行くと思われる大学や、社
会人になった時にも役立てていけたら良いなと思います。

21世紀の地球環境改善へ～水処理分離膜の技術～
東レ株式会社　地球環境研究所・株式会社東レリサーチセンター

「かけがえのない体験」
（大阪府・高校1年生）

私が今回一番印象に残ったのは、分離膜の作成と性能評価でした。同じよ
うに作成した膜でも、少しの時間で透過率や除去率などの性能が大きく変わ
ることに驚きました。作業時間の微妙なずれで性能が大きく変わる分離膜は、
とても繊細で扱いの難しい素材なのだと実感しました。また、分離膜に人力
で圧力をかける実験では、約70㎏ある私の全体重をかけても1滴ずつしか水
が出ず、高圧の必要性を肌で感じることができました。膜を作り利用する、
その1つの作業に様々な科学の技術が集結していること、またそのような研
究開発が日々行われていることを知れたことは、私の財産です。
その他にも、「21世紀の地球環境改善へ」という講義が印象に残り、参

加前に疑問に思っていた膜利用の適用分野ついても知ることができました。
私は今高校で農業を学んでいるので、その水利用に関心を持っていました
が、田畑の水源となる池湖沼の浄化や、都市下水の再処理などに膜が利用
できることを確認でき、嬉しく思いました。膜により浄化された水が、美
味しい野菜を作る一端を担っているのです。現在、環境問題は様々な場面
で提起されています。科学の力で破壊してしまった環境を、科学の力で修
復する、そのような構図が描けた時、未来はもっと明るくなるのではない
かと感じました。
キャンプでは、職員の方々とたくさん交流する機会があり、参考になる

話をたくさん聞けました。また参加者同士でも、興味のあることや進路の
ことなどを話し「自分ももっと頑張らなくては！」と、とても刺激になり
ました。私は今後、大学に進学して教員免許を取り、農業の先生になりた
いと思っています。その為には、まだまだ努力が必要です。今回の経験を
糧に頑張っていきたいと思います。3日間どうもありがとうございました。
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サイエンスキャンプ参加までの流れと必要な手続き（予定）
サイエンスキャンプに参加が決まった方は、以下の流れで手続きを行います。なお、サイエンスキャンプDXの会

場については手続きが異なります（参加証とともにお送りする「参加のしおり」より抜粋）。

参加確認
FAXの返送

提出日：参加証
の到着から 3日
以内

① 内容物（参加証、参加のしおり 2冊、参加確認 FAX用紙、提出書類別紙 1～ 3、参加の宣言シート）の
有無を確認し、不備があればすみやかに事務局へ連絡ください。
② 「参加確認FAX用紙」に必要事項を記入し、3日以内に送信してください。FAXが利用できない場合は、
Eメールまたは電話で、必要項目を事務局に回答してください。
参加できる場合
「□ 参加できる」にチェックし、履修科目アンケートに回答してください。
参加できなくなった場合
「□ 参加できない」にチェックし、辞退理由を必ず記入してください。
なお、FAX提出後に参加できなくなった場合は、速やかに事務局までご連絡ください。

交通経路の
確認
切符の購入

参加に必要な往復のチケット（鉄道、飛行機など）を速やかに手配しましょう。
集合や解散の場所と時間を、この「参加のしおり」で確認してください。
集合時間に余裕をもって到着でき、またプログラムが多少延びても交通機関に乗り遅れることがないよう、
十分な余裕を持って帰宅できる旅行計画を立ててください。

提出書類の
郵送
提出日：2月 27
日（月）（予定）
までに投函

別紙 1：保護者 ･本人　参加同意書、別紙 2：健康調査問診票、別紙 3：交通経路アンケートに必要事項を
ご記入のうえ、同封の返信用封筒で 2月 27 日（月）（予定）までに投函してください。
投函が間に合わなかった場合は、2月 27 日（月）（予定）に FAXもしくはメールでお知らせ頂いた後に、
原本を速やかに郵送ください（主催者の保険加入手続きには原本が必要となります）。

参加準備

①実習内容の予習をしましょう。
参加のしおり（本書類）の「5．入門書、プログラム関連Web サイト等の紹介」に紹介されている書籍や

WEBサイトなどを読んでおきましょう。
②持ち物、服装などを準備しましょう。
　参加のしおり「6．用意するもの、服装」をよく読んで、必要なものを準備し、忘れずに持参してください。
会場により準備するものや服装等が異なりますので、注意してください。
③健康管理に留意しましょう。
体調管理に十分注意し、流行性疾患に感染しないよう予防しましょう。発熱など体調に異変を感じたら必

ず通院して、医師の指示診断に従ってください。参加できなくなった場合は、すみやかに事務局に連絡して
ください。
④「参加の宣言」記入シート
　開催前日に「参加の心得」を読み、「参加の宣言」シートに記入して持参してください。

参　加 サイエンスキャンプに参加します！

体験感想文・
アンケートの
返送
投函日：キャン
プ終了後 1週間
以内

開催当日、「体験感想文原稿用紙」、「アンケート用紙」、「返信用封筒」をお渡しします。
①感想文：サイエンスキャンプの体験感想文（800 字以内）を書いてください。
タイトル、氏名、学校名、学年、会場名を記し、作成してください。体験したことや、達成したこと、感じたこと、
将来のために役立ったことなど、テーマは自由です。
②アンケート：サイエンスキャンプ終了後に、アンケートに記入してください。

返信用封筒に「体験感想文」と「アンケート」を同封し、キャンプ終了後 1週間以内に投函してください。
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参加申込書の記入方法・応募先について

◆記入方法
1．個人情報の取り扱いについて
募集に関する個人情報の取り扱いについて確認、同意のうえ、「□同意します」に必ずチェックして下さい。
※チェックがない場合、申し込みを受け付けできません。

2．参加希望会場名およびコース
・参加希望会場は第１希望から第５希望まで記入できます。会場名には のみを記入して下さい。希望会場をで
きるだけ多く記入すると、参加の可能性が高くなります。
・以下の会場はコースが分かれています。応募時に希望コースのアルファベット（A，B…）に○印を必ず１つ付けてくだ
さい（印がないと無効となりますのでご注意ください）。

※参加にあたり航空機を利用する予定の場合、航空券の購入にあたっては、繁忙期の金額となりますのであらかじめご留意く
ださい。

3．氏名･性別･保護者氏名
応募者本人の氏名、性別、年齢を記入してください。
必ず、保護者の方の自署、押印をお願いします。

4．学校名
学校名は正式名称を記入してください。
例）国立○○大学附属○○高等学校、○○県立○○中等教育学校、学校法人○○学園○○高等学校　等
また学校が所在する都道府県を記入してください。

5．科学や技術の部活動、サークル活動、自由研究の実績
部活動などの課外活動や学校外で取り組んでいる活動等、自主的な活動の内容や実績を記入してください。ただし学校の
授業の一環として行った活動は記入しないでください。

6．自宅住所･連絡先
住所は都道府県名から記入して下さい。
また選考後、参加決定者に電話やFAXで連絡をとることがあります。電話番号やFAX番号は連絡をとりやすい番号を記入
してください（複数記入可）。
学校の寮等に入っている場合は、自宅と寮の両方の住所、電話番号を記入してください。

◆応募方法
「参加申込書」に必要事項を記入のうえ、下記応募先に応募締切日（当日必着）にてお送りください。必ず、保護者が署
名・押印した原本を郵送して下さい（FAX不可）。
応募は１人１通とさせていただきます。応募書類を複数送られた場合は無効となりますのでご注意ください。

※サイエンスキャンプDX、サイエンスキャンプの両方で希望会場がある場合でも、同じ参加申込書１通に記入してください。

例：第１希望 サイエンスキャンプDX会場、第２希望 サイエンスキャンプ会場
第３希望 サイエンスキャンプ会場・・・・

◆応募締切日　　2012年1月24日（火）　当日必着

◆応募先
サイエンスキャンプ本部事務局
公益財団法人日本科学技術振興財団振興事業部内
〒102-0091 東京都千代田区北の丸公園２番１号
電話：03-3212-2454 ホームページ：http://ppd.jsf.or.jp/camp/

サイエンスキャンプDX
・高エネルギー加速器研究機構（A, B, C, D）

会場略称
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参加希望会場名

サイエンスキャンプDX

サイエンスキャンプ

会場略称 コース プログラムタイトル 会場名

高エネ研 A, B, C, D
加速器による、素粒子から身近な物質までを探
る研究を体験

高エネルギー加速器研究機構

五島列島 ─
生物多様性保全技術
（生涯現役・里山市民への道）

企業組合 
五島列島ファンクラブ

神奈川工大 ─ マイコン制御ロボットの設計製作にチャレンジ 神奈川工科大学 創造工学部

会場略称 コース プログラムタイトル 会場名

東工科メデ ─
キャラクターをつくろう
～映像コンテンツ制作入門～

東京工科大学 メディア学部

東京農大 ─
氷海生態系
～その意外な実態を氷の上から観察しませんか～

東京農業大学 生物産業学部 アクアバイオ学科

国情研

─
※応募時の
コース選択は
できません。

量子の世界を見てみよう
～光と物質の量子的なふるまい～

国立情報学研究所 
最先端研究開発支援プログラム 
量子情報処理プロジェクト（東京大学）

原研敦賀 ─ 原子炉に使うナトリウムと放射線を知ろう
日本原子力研究開発機構 敦賀本部 
国際原子力情報・研修センター

鹿島建設 ─ くらしを守る。いのちを守る。 鹿島建設株式会社 技術研究所

NTT ─ コミュニケーションの未来を体験しよう！ 日本電信電話株式会社 横須賀研究開発センタ

東工科生物 ─ おいしさを科学する～食品科学入門～ 東京工科大学 応用生物学部

九州大 ─
「音」を科学する
～音声の分析と合成を体験してみよう～

九州大学 芸術工学部音響設計学科

オムロン ─ センサが変える未来の社会 オムロン株式会社 京阪奈イノベーションセンタ

慶応大 ─ 「医薬理工農」を融合した最先端バイオ
慶應義塾大学
先端生命科学研究所

鹿屋体育大 ─
スポーツ科学の最前線
～From Gene to Gold～

鹿屋体育大学 体育学部

日本電子 ─
ナノメートルの世界を観る
～ようこそ「電子で観るナノメートルの世界」へ～

日本電子株式会社 本社・昭島製作所

新潟大 ─ 脳を見る、知る、調べる 新潟大学 脳研究所

大阪工大 ─ ナノテクを使ったカラフル太陽電池の製作
大阪工業大学
ナノ材料マイクロデバイス研究センター

東レ ─
21世紀の地球環境改善へ
～水処理分離膜の技術～

東レ株式会社 地球環境研究所



学　校　名 都道
府県

国立
公立
私立

氏　　名

フリガナ

応募動機（サイエンスキャンプに参加を申し込んだ動機、参加にかける熱意等をお書きください。濃い黒字で、はっきり書いて下さい）

スプリング・サイエンスキャンプ参加申込書

参加希望
会場略称

希望コース

第２希望第１希望

（姓） （名）

性別

男 ・ 女

年齢

　 　  歳

第３希望

保護者
氏名

第４希望 第５希望

携帯電話

自宅電話番号

自宅住所

寮の住所・
寮名称

E-mail @

FAX番号

必
ず
保
護
者
の
承
認
と
ご
署
名（
自
署
）、押
印
を
お
願
い
し
ま
す
。

科学や技術の部活動・サークル活動、自由研究の実績がありましたら具体的にお書き下さい。

有   ・   無

これまでの
応募経験

キャンプ
参加経験

有   ・   無

都道
府県

都道
府県

自署

学年

応募締切日
1月24日（火）必着

A・B・C・D A・B・C・D A・B・C・D A・B・C・D A・B・C・D

電話

　 同意します
公益財団法人 日本科学技術振興財団 サイエンスキャンプ本部事務局　御中
募集要項の内容および個人情報の取り扱いについて同意のうえ、
スプリング・サイエンスキャンプに申し込みます。 （必ずチェックしてください）

本部事務局記入欄

※コピーした用紙でもかまいません。ただし黒ボールペン等で濃くはっきりと記入してください。

※現地集合・現地解散です（自宅と会場間の往復交通費は自己負担となります）。開催される場所をご確認のうえ、応募してください。





募集に関する個人情報のお取り扱いについて

公益財団法人 日本科学技術振興財団　個人情報管理責任者　吉田　浄

「サイエンスキャンプ」本部事務局は、独立行政法人 科学技術振興機構からの委託により（公財）日本科学技術振興財
団が実施運営しております。ご提供いただいた個人情報は当財団の定める「個人情報保護方針」に基づき、次のように取
り扱います。ご応募される方は、以下に記載された内容について同意された上、ご応募下さいますようお願いいたします。

１．個人情報の管理者について
ご提供いただいた個人情報は以下の者が適正に管理いたします。
公益財団法人 日本科学技術振興財団　　　個人情報管理責任者　吉田　　浄

個人情報取扱部門責任者　棚橋　正臣
２．個人情報の収集目的について

サイエンスキャンプ事業においては、応募に際してご記入いただいた応募者本人の個人情報および参加決定後必要に
応じてご提供いただいた参加者ご本人やご家族の個人情報、あるいはWEBサイトで情報提供を希望された方の個人
情報などが当財団に登録されており、この個人情報については、当財団がサイエンスキャンプの円滑な運営を遂行す
るために使用するとともに、この事業に関連する各種のご案内や当財団が実施する科学技術・理解増進活動及び科学
技術の普及・啓発活動に関する情報のお知らせのために利用させていただきます。

３．個人情報の業務委託について
当財団は、サイエンスキャンプ事業の目的達成に必要な範囲内で業務委託を行います。
この場合の委託先は、個人情報に関し十分な保護水準を満たしている者を選定し、当財団が適切な監督の下、厳重な
管理を実施します。

４．個人情報の第三者への提供・預託について
ご提供いただいた個人情報に関しては、サイエンスキャンプの主催者である独立行政法人科学技術振興機構、サイエ
ンスキャンプを受け入れる機関や運営遂行上必要な関係先及び生徒を引率する教員などに対して、運営に必要な情報
として提供いたします。なお、サイエンスキャンプ事業に係わりのない第三者に提供することはありません。

５．個人情報のご提供の任意性について
個人情報のご提供は任意ではありますが、必要な情報がご提供いただけない場合は、上記利用目的の遂行に支障が生
じる可能性がありますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

６．個人情報に関するお問い合わせについて
ご提供いただいた個人情報に関して、開示、及び開示の結果、当該情報が誤っている場合に訂正または削除のお申し
出をいただいた場合には、速やかに対応させていただきますので、下記まで電話、FAX、E-mailなどでご連絡下さい。

７．「サイエンスキャンプDX」に参加される方へ
「サイエンスキャンプDX」に参加する場合、参加決定後は、各受入実施機関（会場）の管理責任及びその個人情報保
護方針に基づき、各会場と直接に個人情報を授受を行っていただくこととなりますので、予めご承知おきください。

連絡先：公益財団法人 日本科学技術振興財団　振興事業部内
サイエンスキャンプ本部事務局
〒102-0091 東京都千代田区北の丸公園2番1号
電話：03-3212-2454 FAX：03-3212-0014
E-mail：camp@jsf.or.jp



応募先・問い合わせ先
公益財団法人 日本科学技術振興財団 振興事業部内 サイエンスキャンプ本部事務局
〒102－0091 東京都千代田区北の丸公園2番1号 
Tel：03-3212-2454
E-mail：camp@jsf.or.jp




